
いわて未来づくり機構 令和５年度総会及び第１回ラウンドテーブル 
 

日時 令和５年６月 26 日（月）15：00～17：10 

会場 サンセール盛岡 １階ダイヤモンド 

 

15:00～15:10 総会 
１ 開 会 

２ 共同代表挨拶 

３ 議 事 

 議案第１号 令和４年度活動実績（案）について 

 議案第２号 令和５年度活動計画（案）について 

４ その他 

５ 閉 会 

  

15:20～17:10 ラウンドテーブル 
１ 開 会 

２ 講 演 

  「ウェルビーイングな企業や地域とは データが明かす幸せで生産的な集団の姿」 

講師：株式会社日立製作所 フェロー 矢野 和男 氏 

 ～ 休憩（10 分） ～ 

３ ディスカッション 

① 地域や企業、団体におけるウェルビーイングに関する現状認識や課題 

② 地域や企業、団体におけるウェルビーイングの向上に向けた今後の取組や展望 

４ 第４フェーズの目標実現に向けた行動宣言について 

５ 閉 会  



出席者 
 
【講師等】株式会社日立製作所 フェロー 矢野 和男 氏 

株式会社ハピネスプラネット ＣＳＯ 田上 舜 氏 
 
【ラウンドテーブルメンバー】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

谷村 邦久 岩手県商工会議所連合会会長、みちのくコカ・コーラボトリング株式会社代表取締役会長 

田口 幸雄 

（ 欠 席 ） 
一般社団法人岩手経済同友会代表幹事 

米谷 春夫 大船渡商工会議所会頭、株式会社マイヤ代表取締役会長 

小川  智 岩手大学学長 

鈴木 厚人 岩手県立大学学長 

達増 拓也 岩手県知事 

 
【企画委員】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

宮野 孝志 

（委員長） 
岩手県立大学副学長(総務)兼事務局長 

菊池  透 岩手県商工会議所連合会専務理事 

菊地 文彦 

（欠 席） 
株式会社岩手銀行取締役常務執行役員総合企画部長 

小原 透 

（代理出席） 
株式会社岩手銀行執行役員総合企画部長 

藤代 博之 岩手大学理事（総務・戦略企画担当）兼副学長 

小野  博 岩手県政策企画部長 



 

【作業部会座長】 

作業部会 氏  名 所  属 ・ 職  名 

医療福祉連携作業部会 小川 晃子 
岩手県立大学名誉教授・岩手県プラチナ社会推進コーデ

ィネーター 

かけ橋作業部会 森 昌弘 岩手県ふるさと振興部県北・沿岸振興室沿岸振興課長 

復興教育作業部会 
本山 敬祐 

（ 欠 席 ） 
岩手大学教育学部教授 

いわて復興未来塾作業部会 大畑 光宏 岩手県復興防災部副部長兼復興危機管理室長 

イノベーション推進作業部会 藤原 由喜江 岩手県ふるさと振興部科学・情報政策室長 

子育て支援作業部会 庄司 知恵子 岩手県立大学社会福祉学部准教授 

地域公共交通作業部会 
宇佐美 誠史 

（ 欠 席 ） 
岩手県立大学総合政策学部准教授 

分野間連携による農林水産業

振興作業部会 
水野 雅裕 岩手大大学理事（研究・地域連携担当）・副学長 

 

 

 

















https://forms.office.com/r/PR3VNq4ueK






























































































申込日　　令和４年　　月　　日

令和４年度

◆参加申込書◆
12月16日㈮　13:30 〜 16:00開催

「ワークライフバランス推進セミナー」

●本セミナーは、感染拡大防止策を講じて開催します。
●セミナー当日はお出かけ前に体温を測り、発熱等の風邪症状がみられる場合は参加を見合わせて下さい。
●万一、参加者に感染が確認されますと他の参加者の皆様の連絡先などの情報提供を保健所当局から要請され　
　る場合があります。当日は氏名、連絡先等を確認させていただきますのでご理解とご協力をお願いします。

【新型コロナウイルス等感染症予防対策として以下についてご留意ください】

申込締切：令和４年 12 月 12 日㈪　      ※託児希望の場合は、12 月５日㈪ 締切

【申込フォーム】

直接お申込み
ください。

こちらの QR コードより
申込フォームにお進み
ください。

お申込み後、事務局から
参加用 URL をメール送信

セミナー当日
URL から参加

セミナー３日前までに、メールで
参加のための URL とパスワードを
送信します。

当日は、参加 URL よりパスワ
ードを入力いただき、Zoom
でご参加ください。

【FAX申込書】添書不要。このまま送信してください。

事業所名 お名前
（代表者）

電話番号 参加希望 会場　  ・  　オンライン

E-mail 　　　　　　　　　　　　　　　＠

託児 あり　 ・　  なし 参加人数 　　　　　　　　　　　　　　　　名　

FAX：019-625-7494

プラザおでって　おでってホール
盛岡市中ノ橋通一丁目 1-10 　TEL：019-604-3300

ウェブまたはファックスにてお申込みください。
電話・E-mail によるお申込みの場合は、下記項目をお知らせください。

会場案内図

申込先：（公財）いきいき岩手支援財団　TEL：019-626-0196　E-mail：wlb@silverz.or.jp

◆ご来場の際は、なるべく公共の交通機関をご利用願います。

【バスのご案内】
JR 盛岡駅前バスのりば６番のりば「盛岡バスセンター行き」に
乗車、または 16 番乗り場から「盛岡中心市街地循環バスでんで
んむし左回り」に乗車、いずれも「盛岡バスセンター前・13 番
のりば」下車、徒歩２分です。

【お車でお越しの方へ】
プラザおでって地下駐車場（有料）が満車の場合は、近隣の有料
駐車場をご利用ください。
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令和 4 年度「ワークライフバランス推進セミナー」アンケート 

１．本セミナーの情報はどこで得ましたか。 

 

 

２．本セミナーに参加しようと思った理由をお聞かせください。 

 
 

３．あなたの職場では、子育て支援の環境が整備されていると思いますか。 

 
・子育てをしている方がたくさんおり、それに対して理解のある職場だから 

・総務が相談窓口になり、育児休暇を取得しやすい環境にある。復帰後も育児と仕事の両立できるよ 

う勤務時間の調整をしている。 

・急に職員が子どものことで休みが必要になっても対応できているから 

・個々の状況に合わせて働き方を選択できる制度があり、制度の利用が進んでいるから 

・子育て世代が少なく、実際に利用する人は少ないが、制度は整備されている。 

・規定等ある程度整備されているが、周知が十分でない。 
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職場から参加を求められた

開催趣旨に関心を持った

パネルディスカッションを聞きたかった

講演を聞きたかった
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20 【理由】 

・公務員だから 

・制度は整っている 

・看護休暇など取りやすい 

・制度の充実、話し合う・理解する環境である。 

・年休が取得しやすい、子育てに配慮されてい

る。 

・小規模の会社なので、相談すれば対応してく

れる期待があるが、制度としては仕組みがある

わけではない。 

12 月 16 日（金）13：30～16：00 

プラザおでって おでってホールにて開催 
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４．本日のセミナーは参考になりましたか。 

 

・本音の話を聞くことができた。 

・女性として、刺激を受ける言葉や内容がたくさんあったセミナーでした。女性として、そして一個

人としてのライフワークバランスを大事にしながら、これからの働き方の参考になりました。 

・子育てと仕事を両立されているかた（ご本人）の話をお聞きすることができたから。 

・現実的で問題解決的な話を聞きたかった。 

・私は結婚していないので、子育てよりは、看護、介護の方の仕事との両立をテーマにしたワークラ

イフバランスを聞きたかった。 

・プラザ企画様のパイオニアである佐々木様の話はあったが、雇用形態が複数あるとだけの紹介で、

具体的な例を聞きたかった。 

 

５．第一部の兼子氏の講演の感想をお聞かせください。 

・目の前に現れた問題を自分事として捉えることで、これほどたくさんの社会貢献ができるのかと驚

いた。行動力、自分も行動することで変えられることがたくさんあるのではないかと気づいた。 

・やっぺす（いっしょにやろう）…集まった人の力は凄いですが、兼子さんの集める、巻き込む力凄

いですね。でも諦めなければできるのですね。 

・あきらめなければ失敗はない。出来ない理由を探さない、という前向きな姿勢が素晴らしと思いま

した。やらされていると思わずに、自らやっていくことが前向きな行動に繋がるのかなと思いました。 

・行動力がすごい。思ったことを形にするのは難しい。行動力が必要だが、「自分が！」という人も少

ない中で、動き、コミュニティ広げていく姿が素敵です。 

・いろいろな経験をされていて、前向きな方、どんな経験からでもプラスにして前向きに頑張る方。 

・自分の想いを言葉にする、まずは実践することの大切さが分かりました。 

・自分の強みを知り、行動を起こすことが生きる上で大切であることを知った。どうしたらでいるか

を考え、出来るまであきらめない。 

・様々な体験を経て、出来ないことはないと肝が据わって突き進んでこられたことを感じました。そ

こには、多様性を尊重する大切な視点をお持ちなので感銘しました。 

69%

24%

7%
0%

参考になった（20）

まあ参考になった（7）

あまり参考にならなかった（2）

参考にならなかった（0）

【理由】 

・女性のキャリア形成に関する仕事をしており、自身も 8 歳

の子どもをもつシングルマザーで、親の介護の問題を抱えて

いる。 

・子どもを育てる自分とパネラーの方々の思うことが重な

り、共感できることも多かった。 

・生き方、背中を押された感じ。学びあい、繋がりあい。 

・キャリアと気負わず、必要なことを必要な時に実施してき

た結果、キャリアというものができた良い事例だと思う。 

・兼子先生の講話からは、地域のために自分から考えて動い

ていくパワーが得られたため。第二部のパネルディスカッシ

ョンからも、人生を⾧い目で見て、どう働いていくのか考え

させられました。 
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・とてもパワフルで、庄司先生がおっしゃる通り。全ての内容を理解することができなかった。こう

なれば良い、ああなれば良いと思うことはいっぱいあるが、自分で変えようと思わない自分。団体で

取り組むなんて出来ないと思うが、自分の周りのちっちゃいことから変えてみようと思った。 

・すごいなーと思いました。行動力が大事なんだと思いました。あまり知らないで来たので、なるほ

どと思うこともありました。 

・仲間に感謝し、高め合っていることに同調。自分の強みを知る、認めることの必要性。 

・思うことはあってもなかなか行動を起こすことは難しいと思っていました。兼子さんのお話を聞い

て、勇気が出ましたし、行動に映せるような気になりました。「他人のせいにしてしまう」は自分も気

を付けていこうと思います。今日感じたことを少しずつ自分の中に取り入れて前向きに変わっていき

たいと思います。 

・いろいろな人達と関わるということが、人生にとても活力を与えてくれるということを教えてもら

ったなと思います。私自身、自分から積極的に人と関わることが苦手なので、これからは少しでも関

わることを意識して生活していけたらと思います。 

・素晴らしい実践力だと思います。 

・人のせいにしない…同感です。すべての事柄は、自分自身の考え方ひとつだと思います。覚悟をも

って限りある人生を過ごしたいと思います。 

・質問にお答えいただきありがとうございました。仕事を始めるにあたり、深く考えつつもフットワ

ーク軽く動かれて感銘を受けました。 

・何事も、自分の意思、目的、行動力が大切だと感じました。 

・今回、兼子さんの講演を聞かせていただくのは初めてだったのですが、これまでの活動内容やご自

身の経験をたくさん聞かせていただき、働くことや行動を起こすことに対しての意識が高まったと感

じています。兼子さん自身、人生の中で苦しい波がいっぱいあったと思うのですが、それをただ悲観

的に内に秘めて留まるのではなく行動に起こせること、すごいことだと思います。私も一個人として、

これからの人生をどう生きていくかを見つめ、やってみたいことは諦めずに形にできるよう日々を過

ごしていきたいです。貴重なお話をありがとうござました。 

 

６．第二部のパネルディスカッションの感想をお聞かせください。 

・働く女性が感じている、細かな感情のことまではっきりと言ってくださり共感した。どのような立

場・仕事内容であっても、同じ悩みを抱えているのだなと改めて感じ、女性が声を挙げて、その人数

を増やしていくことが社会を変える力になる。自分もその一人だと思った。 

・藤尾さんのお話、その通り。同じ思い状況の女性がたくさんいると思いました。プラザ企画さんの

取組も、佐々木さんが実験台になって始まったとのことでしたので、どの会社でもできると思いまし

た。 

・⾧いスパンでワークとライフを考えてみるというところが目からウロコでした。今出来ていないな

と感じて、ワークライフバランスって何だ？と思っていたので、今できなくてもどこかでバランスが

取れればいいか、と思えるようになりました。 

・共感しました（藤尾さんの話）。プラザ企画の取組も社員のキャリアに親身になって取り組んでいて

すごいなと思いました。庄司さんのお話も参考になりました。企業の中で相談できる存在って必要で

すね。 
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・プラザイン水沢の雇用形態を自分で選択できる仕組みが良い。非常勤やパートから戻れるのは素晴

らしいと思います。 

・育児中の方から、直接不安なことなどについてお話をお伺い出来て良かった。まだ、男性の育児休

業は取得しにくいイメージがあるので、変われば良いと思った。 

・仕事と子育てとのバランスは永遠のテーマで、すっきり解決することではないと思うが、それぞれ

がどうなりたいか、支える側もどうすれば良いかという思いを持っただけでもいいんだなぁと感じた。 

・子育てする女性の就業環境の課題がそのままですね。個々の能力を活かせる条件整備を！痛快なや

りとり！ 

・有意義な時間でした。来てよかったです。ありがとうございました。 

・私も母であるので（妻ではなくなりましたが）、共感する部分がたくあんありました。普段の生活で

ディスカッションすることもなく、コロナ禍で他人と話す機会も少なくなってきているので、久しぶ

りに良い刺激になりました。 

・私は結婚していないので、あまり関係ないかなと思いながら、でも結婚している方たちからしてみ

ると、そうなんだろうなと思いながら聞かせていただきました。 

・より柔軟な働き方を推進していく中では、社員の理解と協力が必要であり、トップがワークライフ

バランスに対して強い想いをもって、企業文化を創り上げていくことが重要だと思う。 

・プラザイン水沢の取組がとても興味深い。経営トップの英断です。 

・時代に合わせて働き方を柔軟にできるような岩手にしたいです。声を伝えること。仲間づくりをす

ること… 

・具体的な内容で分かりやすかったです。自分と重ね合わせて考えることができました。 

・未婚の私にとって、働く女性の声を直に聴くことができたことは貴重な時間でした。女性としての

気持ちは分かってあげられても、母であることの大変さや子育てをしながら働くことに対しては、実

際にその立場になってみないと分からないことばかりです。言葉では分かったようなことを言えても、

それで寄り添えているかと言われればきっとそうではないと思います。なので、今回のように子育て

に奮闘し、働く母でありながら働く女性の声を聞くことができ、その立場の方たちの環境を守るため

にはどうしたら良いのだろうかと考えることができました。自分一人では見えない角度の声を聞かせ

ていただき、ありがとうございました。 

 

７．全体を通しての感想や、日頃、子育てと仕事の両立について思うことをお聞かせください。 

・最近、様々な女性経営者と会う機会があり、両立するために辞めたこと、これだけはやると決めた

ことは、と聞いています。答えは共通しているな～と思います。もっと共有していける機会が必要だ

と感じています。 

・両立というのは本当に大変ですが、今やれることをやっていくのが大事かなと思います。 

・大変だと思いました。自分は専業主婦だったので、働きながら子育ては、本当に考えていかなけれ

ばならないと思います。 

・質問できなかったのですが、子育てと両立して雇用形態や職場を変えてキャリアを形成していく。

女性はライフステージと向き合いながらキャリアを作るが、一方で藤尾さんが感じるようなことや年

齢のリミットがある。また「このままでいいや」とセーブしたり、踏み出す前に諦めたり。企業とし

て、子育てひと段落世代にどうアプロ―チしたら良いのか悩みます。 
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・父親とその方が属する団体や組織が、その人が両立したいことを支援できる仕組みがあり、実際に

動かすようになれば良いですね。 

・祖父母の子育て参加は大きいと思う。 

・私はシングルマザーですが、実家の両親に手伝ってもらって子育てをしています。これが両親の手

助けがないと考えると、仕事と子育ての両立はさらに大変なことです。子育てをするために仕事を頑

張る→疲労がたまる→育児放棄、にならないように、自分なりに手抜きをしています。社会に出るこ

と、今の仕事に自信を持っていたり、やりがいを感じていたり、必要とされていたり、そのようなこ

とが生きていく活力にもなるので、私の中では自分を高めていくことが子育てとの両立に繋がってい

たりもします。私の勤務している会社は、子どもの行事や呼び出しにはとても寛大で、社⾧は嫌な顔

をせずに「わかったよ」と言ってくれるので、甘えられるうちは甘えて、仕事で恩返ししていきたい

と思っています。 

・育児をしながらも女性の能力をもっと生かしていける働き方（固定した労働時間評価ではなく）を

通して、待遇の改善を図れないものか。そういった社会を作りあげていかなければならない。 

・子どもができたとき、地域社会で、勤務先で、子育てへの支援をどのくらい出来るかが鍵となるが、

まだまだ日本は取組が遅れていると思う。 

・子育てについては、昔よりずいぶん変わり、男性も子育てに関わるようになったと感じていますし、

女性の仕事への進出も進んできていると思いますが、もう一歩、男性自身の考え方を時間をかけて変

えていく必要があると思います。 

・私も子を持つ母ですが、子育てと仕事の両立はかなり大変だと感じています。職場の理解が重要で

あることはもちろんですが、家族（特に配偶者）の理解と協力も必須。これがまた大変です！笑 

・キャリア形成についての話をもっと聞きたかった。 

 

８．本セミナーに今後取り上げて欲しい内容があればお書きください。 

・地域の存続のためには、若い女性が働きたい職場が必要であり、結果として企業の利益に繋がると

いうことを経営者の皆さんにもっと意識してもらえるような内容を希望します。 

・キャリア支援を引き続きやって欲しい。 

・同じテーマ 

・今日のようなテーマ 

・もっと取り組み内容を深く掘り下げて紹介していただけるとありがたい。取り組みの結果、成果が

出ていること。失敗したことなど。 

・男性社員を対象に、「仕事のキャリアと家庭生活の両立（家事・育児）」について、職場教育を実施

している会社があれば取り組みについてお話をお聞きしたいです。 

※職場として、男性（上司も若手も）の意識改革を積極的に行っている会社はありますか？ 

・教育、障がい者の支援について 

・ワークの部分を学生やセカンドキャリアなど、両端の部分にフォーカスを当ててみるのはどうでし

ょうか。 

・人生 100 年時代の新しい働き方。高齢になっても働くには？ 
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アンケート回答者のデータ（29 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16%

13%

71%

未就学児・小学生（5） 中高生（4） 無し（22）

14%

69%

14%

3%

管理職（4） 管理職以外（20）

主婦・学生（4） 無職（1）

21%

79%

男性（6） 女性（23）

10%

7%

38%
24%

21%

20代以下（3） 30代（2） 40代（11） 50代（7） 60代以降（6）

男女比 

年齢比 

18 歳以下の子どもの有無 

有り 

29％ 

有り 

83％ 

仕事の有無 
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別紙様式２ 

 

いわて未来づくり機構 地域公共交通作業部会の実績報告・活動計画 

 

テーマ：地域交通のサスティナブル化に向けた取組の推進 

 
座長： 宇佐美誠史 担当団体：岩手県立大学 

 

報告要旨 

 県内自治体がデータを活かした公共交通政策を推進できるように、地方の状況をふまえた上

で安価な公共交通のキャッシュレス決済から得られたデータの活用までを一元的にこなせるシ

ステムを開発し続けている。これまで、県内いくつかのフィールドで実験的に活用してきた。

昨年度は、滝沢市のタクシー活用実験で乗降データの取得、可視化をおこなったり、矢幅駅JR

改札口付近に設置するバス運行情報を伝える電子ペーパーのシステム構築をおこなったりし

た。そして、年度終盤からは某鉄道会社の企画切符の電子化とデータ取得・活用を目指したア

プリの開発を始めた。今年度の取り組みの多くは来年度も継続して実施する予定である。 

 

１ 令和４年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

令和4年9月 

令和4年9月14日 

令和4年10月18-21日 

令和5年2月14日 

 

令和5年1月～3月 

滝沢市タクシー活用実験 

一般社団法人JCoMaaS「MaaSの部屋」で講演（専門分野でのPR） 

CEATEC2022（幕張メッセ）出展（関連する多くの企業、団体などに

PR） 

北いわて産業・社会革新推進コンソーシアムシンポジウム（市町村や

企業・団体にCOI-NEXTの取組と研究成果のPR） 

電子ペーパーでの運行情報提供システムの構築、鉄道向けアプリ開発 

 

２ 令和４年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和４年度活動計画 令和４年度活動状況・成果・課題 

①システム開発とフィールド適応 

 

②各自治体の公共交通政策の支援 

 

③情報提供・PR 

翌年度に持ち越した内容はあるが、概ね予定していた研究

は行えたと思われる。 

①滝沢市のタクシー活用実験で当方の公共交通乗降管理

システムRabiPeoCaを適応、ICカードを使った乗降や移動

実態の可視化。矢幅駅設置予定の公共交通運行情報を提供

する電子ペーパーのシステム構築、鉄道会社向けの企画切

符の電子化。 

②滝沢市や矢巾町、雫石町等、公共交通会議の委員として

関わっている自治体の公共交通政策支援。 

③CEATEC2022での展示、北いわて産業・社会革新推進コン

ソーシアムシンポジウムでの講演等で、広く研究をPR。 

 

３ 令和５年度の活動方針・予定 

矢幅駅に設置予定の電子ペーパーの稼働状況を確認し、取得した運行データは望ましいダイ

ヤの検討材料としたい。鉄道会社向けの企画切符の電子化は、モニターを募って利用してもら

いデータを取得・可視化したい。昨年度に続きCEATEC2023へ出展、県ふるさと振興部と協働し

て県内自治体へのPRをしたい。自治体の公共交通政策支援は適宜実施する。 
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小さな交通需要に対応した
交通サービスの検討

〈第15回滝沢市地域公共交通会議〉

令和5年3月13日（月）
岩手県滝沢市

実証実験結果と地域内交通の検討について

資料２
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第15回滝沢市地域公共交通会議

検討の目的

地域公共交通網形成計画（平成29年策定）

公共交通の利便性向上プロジェクト
施策1-2 市内移動における利便性向上

②小さな交通需要に対応した交通サービスの検討
小さな交通需要が分散する中山間地域において、誰でも

安心して外出できる環境を確保するため、既存の交通資源
を活用し、効率的な交通サービスの導入を検討する

1

3年度に柳沢・姥屋敷地区を対象とする実証実験を予定していましたが、
新型コロナウイルス感染症の影響により延期となり、令和4年9月に実施しました
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第15回滝沢市地域公共交通会議 2

＜運行の目的＞
小需要地域における
最大の移動需要を把握するため
＜運行期間＞
令和4年9月の毎週月・水・金曜日
8～12、13～16時（1日7時間運行）

＜運行方法＞
タクシー車両を時間制運賃で貸切
（利用者の運賃は無料として運行）

＜乗車方法＞
事前に利用申請をした方が直接予約

＜運行事業者＞
柳沢地区：（有）滝沢交通、

（有）みたけタクシー
姥屋敷地区：岩手中央タクシー（株）

姥屋敷地区全域
柳沢地区 全域

滝沢市内
指定乗降場所

※ただし の範囲内（滝沢市街地）
だけの移動では利用できません

申請者に
乗車許可証を発行

乗降場所

自由乗降
自宅前まで配車

＜指定乗降場所＞
主要公共施設
（滝沢市役所、

ビッグルーフ滝沢など）

鉄道駅
（滝沢駅、小岩井駅など）

主要商業施設
（マイヤ滝沢店など）

全ての医療施設
（個人病院を含む）
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第15回滝沢市地域公共交通会議 3

・実証実験利用者は対象地区人口の2%程度となり、その大部分は60歳以上でした
・利用者の半数以上は運転免許を保有し、普段は公共交通を利用しない方でした

140 

423 

207 

310 

1,080 

56 23 
0

200

400

600

800

1,000

1,200

対象地区人口 申請者 利用者

70歳以上
60～69歳
20～59歳
20歳未満

20～59歳
2 

9%
60～69歳

4 
17%

70歳以上
17 

74%

あり
16

70%

なし
6

26%

返納済み
1

4%

あり
5

22%

なし
17

74%

無回答
1

4% あり
10

43%
なし

8
35%

無回答
5

22%

地区人口と利用者数 年齢構成 運転免許の有無

福祉バス
患者輸送バスの利用 家族の送迎

実証実験利用者 N=23

申請者は
人口の5％

利用者は
申請の半分
人口の2％

（令和4年9月現在）

地区人口 利用者 割合
柳沢地区 792人 17人 2.1%
姥屋敷地区 288人 6人 2.0%
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第15回滝沢市地域公共交通会議

1

3

1 1 1 1 1 1

3

2

6

2 2 2 2 2 2

5

0

2

4

6

8

0

1

2

3

4

乗
車
回
数
（
回
）

実
利
用
人
数
（
人
）

実利用人数 利用回数

4

7
8

2 2
1

3 3
2 2

7

8

12
15

4 3
1

6 6
4 4

13

0

4

8

12

16

20

0

2

4

6

8

10

乗
車
回
数
（
回
）

実
利
用
人
数
（
人
）

実利用人数 利用回数

4

利用状況
柳沢地区

姥屋敷地区

実利用者数 17人
延べ乗車回数 76回

実利用者数 6人
延べ乗車回数 25回

9/7・9は
利用促進のための

おでかけイベント開催日
9/7：3人乗車
9/9：3人乗車

9/7は
利用促進のための

おでかけイベント開催日
9/7：2人乗車

2週間に
1回程度の
利用の波

・利用数は最大1日8人（4往復）と少なく、2週間に1回程度の波がありました
・5回（3往復）以上の利用は両地区で6人とさらに少なく、限定的な利用でした

1～2回
7

41%3～4回
6

35%

5～10回
3

18%

15回以上
1

6%

1～2回
3

50%3～4回
1

17%

5～10回
2

33%

利用回数

N=17

N=6

おためし利用
1往復（2回）

おためし利用
1往復（2回）

固定客が
何度も利用

固定客の利用
が中心
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第15回滝沢市地域公共交通会議 5

・地区によって外出の傾向は異なるものの、利用時間が近い方同士で効率化を
図れることが分かりました

5

10

7

2 2 2
3

1
2

1 1

9

7
6

11

3

6

1 1

5

0

2

4

6

8

10

12

8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台

2

5

3

1 1 1

8

1

3

0

2

4

6

8

10

8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台

市街地方面（行き）
小需要地域方面（帰り）
その他（地区内利用等）

乗車時間
柳沢地区

姥屋敷地区

帰りピーク行きピーク

行きと帰りがすぐ

朝におでかけ お昼過ぎに帰宅

用事を済ませて
すぐに帰宅

行き・帰りピークにおいて
利用時間が近い方同士で
タクシーを相乗りすることで、
移動の効率化が可能

事前に時間を調整して
午前中にまとまって移動
することで、効率化が可能

58



第15回滝沢市地域公共交通会議 6

・公共施設や商業施設での乗降は
集中していますが、医療施設での
乗降は分散していました

7
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4
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0

1
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3

4

5

乗降場所の傾向 市街地側での降車場所＜柳沢地区＞ 市街地側での乗車場所＜柳沢地区＞

市街地側での降車場所＜姥屋敷地区＞ 市街地側での乗車場所＜姥屋敷地区＞
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第15回滝沢市地域公共交通会議

市街地方面（行き）
小需要地域方面（帰り）
小需要地域内
時間外
空車
想定される小需要地域
・市街地間の回送

7

・平均稼働率は、柳沢地区が15.7%、姥屋敷地区が9.0%と低く、
小需要地域・市街地間を跨ぐ回送の負担が大きいことが分かりました

運行地区 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 状況
9/2 金 柳沢

9/2 金 姥屋敷 終日空車

9/5 月 柳沢 終日空車

9/5 月 姥屋敷

9/7 水 柳沢

9/7 水 姥屋敷

9/9 金 柳沢

9/9 金 姥屋敷

9/12 月 柳沢 終日空車

9/12 月 姥屋敷

9/14 水 柳沢

9/14 水 姥屋敷

9/16 金 柳沢

9/16 金 姥屋敷 終日空車

9/19 月 柳沢

9/19 月 姥屋敷

9/21 水 柳沢

9/21 水 姥屋敷

9/23 金 柳沢

9/23 金 姥屋敷

9/26 月 柳沢

9/26 月 姥屋敷 終日空車

9/28 水 柳沢

9/28 水 姥屋敷

9/30 金 柳沢

9/30 金 姥屋敷 終日空車

日付・曜日

稼働状況、配車回送の状況
＜平均稼働率＞
柳沢地区
終日:15.7%
AM:11.4％
PM:21.4%

姥屋敷地区
終日:9.0％
AM:12.0%
PM:4.9%
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第15回滝沢市地域公共交通会議 8

距離・時間
から

柳沢地区

姥屋敷地区

・実証実験の運行には、1地区あたり約50万円の時間制運賃がかかりました
・走行距離・時間より実車相当の運賃を算出し、利用者負担額を算出しました

地区
実証実験運賃 距離制運賃

運賃
（時間制）

人・乗車
あたり負担額 実車運賃 人・乗車

あたり負担額
全て3人で
相乗りすると

柳沢地区 505,960 6,657➡ 146,150 1,923 937
姥屋敷地区 505,960 20,238 77,060 3,082 1,117

地区
実証実験運賃 時間制運賃

運賃
（時間制）

人・乗車
あたり負担額 実車運賃 人・乗車

あたり負担額
全て3人で
相乗りすると

柳沢地区 505,960 6,657➡ 161,200 2,121 1,033
姥屋敷地区 505,960 20,238 71,300 2,852 1,033

＜距離制運賃による算出＞

＜時間制運賃による算出＞

柳沢地区は
短距離利用：多
距離制が有効

姥屋敷地区は
長距離利用：多
時間制が有効

相乗り乗車で
大幅な負担減

➡片道1,000円程度の負担で
移動可能
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第15回滝沢市地域公共交通会議 9

・実証実験終了後のアンケート調査では、移動サービスの必要性の高さが認識され、
相乗りへの抵抗感が低く、自己負担や取り組み等対する協力的な意見もある一方、
行政頼りの意見も多く、現状で主体的な動きは確認できませんでした

検討した方が良い
11

84%

検討する
必要はない

1
8%

無回答
1

8%

検討した方が良い
10

67%

検討する
必要はない

1
6%

無回答
4

27%

ぜひ協力したい
3

23%

できる限り
協力したい

9
69%

無回答
1

8%
ぜひ協力したい

4
27%

できる限り
協力したい

5
33%

協力はむずかしい
4

27%

無回答
2

13%

地域の移動サービスの検討について 地域のたすけあいへの協力について
柳沢地区 姥屋敷地区 柳沢地区 姥屋敷地区

N=13 N=15 N=13 N=15

＜関連する具体的な意見＞
• 自宅の前で乗れる交通手段があれば良い。（80代女性）
• 用事や目的に合わせた、曜日に縛りがない交通手段が良い。（80代男性ほか）
• 高齢の方が増えているので、地域として継続して考えていく課題。（60代女性）
• 相乗りについては半数以上が「誰とでも良い」「同じ地区の住民なら良い」と回答
• 相乗りに心理的な抵抗感はない、相乗りで買い物に行くこともある。（70代女性ほか）

＜関連する具体的な意見＞
• 適切な運賃や負担金等の自己負担があっても良い。（80代男性ほか）
• 移動時の声掛けができるような近所付き合いが必要。（70代女性ほか）
• 協力は必要だが、責任は取れない。事業者に委託すべき。（50代男性）
• 若い人が老人を支援する仕組みは、やりすぎると良くない。（60代女性）
• 今後も、行政主体で便利な交通手段を運行して欲しい。（70代男性ほか）

協力したい
9割

協力したい
6割
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＜小需要地域における移動需要＞
実証実験の利用者は、対象地区人口の2%にとどまり、その多くは高齢者
1日に最大でも8人と需要が小さく、実証実験での移動の半数は固定客によるもの

➡現状の利用者は少なくとも、
5年10年後には高齢化率も6割を超えることから、今から検討する必要があります

＜小需要地域の移動効率化の可能性＞
移動が集中する頻度や時間帯があることから、移動を効率化できる可能性あり
滝沢市役所・ビッグルーフ滝沢やマイヤ 滝沢店等に一定の需要あり、通院による移動は分散
平均稼働率が低く、配車までの空き時間や配車回送が大きな負担の可能性あり
運賃の試算では、相乗りすることで利用者負担額が大幅に低下

➡持続可能な交通サービスの維持には、地域も交通事業者と協力し効率化を進める必要があります
＜交通サービスに対する地域の意向＞

地域の交通サービスを求める声や求めるサービスへの意見に対し、利用実態と乖離
地域として相乗りに抵抗感が低く、運賃等の自己負担についても容認する意見あり
実証実験が地域のたすけあいのきっかけとなったが、現状では主体的な行動は確認されていない
（地域のたすけあいとして、具体的なやり方が分からない 等もひとつの要因）

➡地域の求める交通手段の実現や継続には、地域の主体的な取り組みが必要です
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輸送量

利
用
者
特
性

多い
特定

不特定

少ない

JR田沢湖線
IGRいわて銀河鉄道

岩手県交通・岩手県北バス
路線バス

福祉バス

タクシー

デマンド交通

空白地有償運送
福祉有償運送

自家用車
患者輸送
バス

小需要地域
に求められる範囲

タクシー
地域での
相乗り利用 小需要地域では運行なし

現在の状況では運行困難
➡住民の協力が不可欠

現状でも
利用可能

・小需要地域には、輸送量が小さく・利用者が特定された交通手段が必要です

現状の福祉バスは
輸送力過剰

小需要地域で運行なし
相乗りが発生しない現状では

極めて高コスト
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（作業部会） 

第10 機構に、特定の課題に関する連携・協働の方針の策定、協働事業の企画立案及び協働事業の実践並びに必要な調査研究等を行うため、作業

部会を置くことができる。 

２ 作業部会の設置及び廃止は、ラウンドテーブルで決定する。 

３ 作業部会は、ラウンドテーブルメンバーが指名する者をもって構成する。 

４ 作業部会の運営については、別に定める。 

（会費） 

第11 機構の会費は、無料とする。ただし、一部事業の実施に伴い、参加負担金等を徴収することができる。 

（事務局） 

第12 機構の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局は、ラウンドテーブルメンバーが協力して運営する。 

（その他） 

第13 この会則に定めるもののほか、機構の運営に関し、必要な事項は、共同代表が別に定める。 

 

附則 この会則は、平成20年４月24日から施行する。 

附則 この会則は、平成22年５月25日から施行する。 

附則 この会則は、平成23年７月19日から施行する。 

附則 この会則は、令和元年７月８日から施行する。 
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